


（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 

対象教科： 国語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

□主な対象者 

主に、四年制大学・短期大学等への進学をめざす高校 1年生・2 年生 

 

□測定しようとする資質・能力 

 「書くこと」「読むこと」に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲 

 1 年生 7 月…高１の７月段階での履修範囲からの出題 

1 年生 11 月…高１の 11 月段階での履修範囲からの出題 

1 年生 1 月…高１の１月段階での履修範囲からの出題 

2 年生 7 月…高２の７月段階での履修範囲からの出題 

2 年生 11 月…高２の 11 月段階での履修範囲からの出題 

2 年生 1 月…高２の１月段階での履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針 

 漢字や語彙、古典知識・文法、読み取りの問題を、主に選択式・短答式で出題。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針 

文章等から得られた情報をもとに推論するなどの思考を求めたり、考えたことを自分の言葉で表

現したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題。 

  

□難易度 

平均 40％前後の得点率となる難易度。 

 

（２）構成等 

①出題形式 

選択式 40％、短答式 30％、記述式 30％程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②出題範囲 

※配点、設問数ともに同じ。 

実施学年月 義務教育範囲 必履修科目範囲 

（国語総合） 

選択科目範囲 備考 

1 年 7 月 20％ 80％ ０％  

1 年 11 月 ０％ 100％ ０％  

1 年 1 月 ０％ 100％ ０％  

2 年 7 月 ０％ 50％ 50％  

2 年 11 月 ０％ 50％ 50％  

年 1 月 ０％ 50％ 50％  

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にして作問を行ったうえで、モニター受検を行うことで難易傾向を把握

し、調整することで過年度・過回で大きく変動しない難易度としています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

・学校全体で個々の生徒の習熟度が見られるように、難しい問題から易しい問題までバランスよく

出題しています。 

・一つひとつの問題について丁寧に考え方や解法が書かれた解答解説を通じて、診断後の振り返り

ができます。 

 

（５）その他特長 

・難問、奇問のないスタンダードな出題で、学校の指導の成果を正しく測定することが可能です。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

□個人成績表 

実施後、1か月前後で帳票に打ち出して実施校に送付。 

実施校より受検生徒に配付。 

「個人成績表」で提供する内容は次のとおりです。 

・基本データ［得点、順位・平均点（全国、都道府県内、校内）、「学習到達ゾーン」（以下

GTZ ※1）］ 

・各教科間のバランス 

・結果の推移（復習する教科の優先順位を発見） 

・各教科の設問別成績［設問（単元）単位で全国平均との差を提示し、復習する単元を発見］ 

・復習教材で取り組むべき設問の提示 

・デジタルサービス（Web 上の教材）の取り組み状況（自己採点と実際の得点の差異、実施直

後から個人成績表返却までの期間におけるデジタルサービスの復習問題の取り組み状況） 

※1：GTZ・・・「学習到達ゾーン」ベネッセが独自で設定している学力到達指標 

 

 

 

 

 

 

 



□採点済答案・生徒向け復習ガイド冊子（無料） 

記述式問題は設問ごとに複数の評価の観点（「〇〇が書けている」などと提示）を定めており、

その評価の観点は、生徒に個人成績表と一緒に配付する復習ガイド冊子の中で明示します。 

各評価観点に対する達成度合いは、採点済答案に「〇△×－」で表示します。 

解答の解説と解答例を生徒向け復習ガイド冊子で提供するとともに、後述するデジタルサービス

で復習に取り組むことができます。 

上記を各教科の記述式問題のうち重要な設問 2～3 題について実施します。 

 

□デジタルサービス（無料） 

受検者個人が取り組む Web 上の復習コンテンツ。 

Web 上で自己採点をすると、弱点分野の復習教材が提示され、解説動画が視聴できます。 

デジタルサービスの取り組み状況は受検生徒個人、在籍校の教員にフィードバックされます。 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

□教師用成績資料（ダイジェスト版）・・・紙帳票での提供 

提供する内容は次のとおりです。 

・「国数英総合」「国英」「数英」のコース集計および各教科の得点、受検者数、平均点等 

・同、度数分布を使った過年度比較、過回推移 

・対策が必要な設問 

・記述問題について、評価観点（ポイント）の達成度合い（○△×－）の度数分布 

・生徒個人の受検結果 

［得点、順位、「学習到達ゾーン」（以下 GTZ ※1）の一覧。過回の結果を含む］ 

※1：GTZ・・・「学習到達ゾーン」ベネッセが独自で設定している学力到達指標 

 

□教師用成績資料（詳細版）・・・Web サイトからのダウンロード形式で提供 

提供する内容は次のとおりです。 

・教師用成績資料（ダイジェスト版）で提供しているデータのクラス別結果 

・記述式問題の評価観点ごとの状況に関する個人一覧 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

□評価について 

設問ごとの配点に基づいて得点合計を算出し提供。 

学習到達度の目安として、「学習到達ゾーン」（以下 GTZ ※1）を提供。 

教科間のバランス比較、過去からの成績推移などは、GTZ 等で確認することができます。 

※1：GTZ・・・「学習到達ゾーン」ベネッセが独自で設定している学力到達指標 

 

□過去の成績との推移を比較する方法について 

実施年度・時期や母集団の差異に起因する得点分布・平均点の違いは、GTZ を用いることで同一

尺度での比較が可能となるため、GTZ を中心に PDCA サイクルを回していくことができます。 

＜GTZ 設定方法＞ 

受検者全体のうち上位何％を各 GTZ の下限にするか、過去の受検者の実績を基にあらかじめ決

めており、そこに実際の受検者の結果データをあてはめて決定しています。 
＜GTZ の目安＞ 

GTZ の目安は、各教科における到達度を大きく 5段階に分けて、段階ごとに、各教科の「〇〇

できる」という段階別評価を記載しています。 

 

 

 



Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

・必ず複数名の作問スタッフが問題作成から検討までを行い、そのうえで、作問を行っていないチ

ェック者が第三者的視点で問題の質を吟味することで、出題の客観性が保たれています。また、

これまでの過去の結果データを活かしつつ、さらに実施前のモニター受検を通じてあらかじめ難

易のチェックをしているため、毎回同じ難易を維持できています。 

 

（２）学校における実施方法 

・弊社から学校に問題・アンケートなどの資材を送り、学校で実施していただきます。マニュアル

（教師用ガイド）や手引き（実施の手引き）等で迷いなく、指導・実施ができるように情報を提

供。 

・問い合わせ窓口を設けており、質問を受け付けられるような体制を敷いています。また、各校に

弊社の担当者が拠点ごとに配置されており、実施にあたっての不明点や事前・事後指導等の確

認、トラブル等への対応ができるようになっています。 

・学校には、以下①～④を行っていただきます。 

①検定日までに受検料の送金 

②送付物（実施資材）の内容確認【問題冊子、解答用紙、「実施の手引き」、受検者集計表、返

送用小物類】 

③当日の試験監督（事前説明、問題冊子等の配付、答案回収等）  

④実施後の解答用紙の整理・発送 

 

（３）採点の方法と体制 

・弊社では、採点ガイドラインに基づき、採点結果の信頼性の向上、採点の合理化、迅速化を図る

ため、種々の取組を実施しています。採点者は、学力と採点適性を見極めるための試験に合格

し、年間を通じて研修や、実際の採点経験の中で様々なトレーニングを受け、採点スキルの向上

を図ります。また、採点結果の信頼性の向上のため、定期的なサンプリング調査や個別のフィー

ドバックを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）情報管理体制 

セキュリティ 

・弊社は、ISO27001（情報セキュリティマネジメント）、JISQ15001（P マーク）の認定を取得し

ています。各規格の要求事項を踏まえ、業務の構築・運用設計を行い、機密情報や個人情報に関

する破損・紛失・漏えいリスクの低減や回避を図っています。 

 

全体では、以下の観点でセキュリティ施策を実施します。 

観点 概要 

Ａ．人に関する施策 
（１）ベネッセグループのセキュリティ規程研修の実施 

（２）機密（個人）情報取り扱い各種ルールの遵守 

Ｂ．場所に関する施策 

（１）ゾーニング施策によるセキュリティ水準確保 

①関係者以外の侵入防止と入退出管理・履歴取得 ②災害対策 

③情報隔離・持ち出し防止 ④保管・廃棄時の安全性確保 

（２）拠点の設備・運用の安全性の確認 

Ｃ．工程に関する施策 

（１）各工程で個別に配慮すべき施策内容・留意事項の確認 

   ①情報の取得（生成）時  ②情報の利用時  ③情報保管期間内 

   ④情報の移送（送信）時  ⑤情報の廃棄（消去）時 

Ｄ．電子的情報に 

関する施策 
ベネッセセキュリティ基準に準じ、使用する情報機器のセキュリティ対策 

Ｅ．業務システムに 

関する施策 
ベネッセのセキュリティ基準に則りセキュリティ施策を実施 

 

緊急事態や不測の事態への対応 

・緊急事態や不測の事態へ対応するため、発生時の報告・連絡・相談体制をあらかじめ構築しま 

 す。 

・事故・障害発生時に備えて、あらかじめ担当メンバーの緊急連絡網を作成し、重大事案発生時に

は速やかに事業推進責任者に報告を行い、対応の判断・指示をすることで、的確かつ迅速に対応

し、影響を最小限に抑える体制を準備します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

①視覚障害のある受検者への配慮 

受検校のご要望をうけ、準備期間をいただき、問題の点訳、一部資料の拡大対応を予定。弊社で

は従来のアセスメント実施で経験、実績のある対応。 

②聴覚障害のある受検者への配慮 

リスニング問題「聞くこと」実施に際し、音声と同じスクリプトを該当の受検者に見ていただけ

る用意をして、解答できるよう対応。 

 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

□事前学習教材 

 ・学習シート（無料） 

「受検前」「受検」「受検直後」「成績表返却後」の４つの期に分け、各期でやるべきことを

確認できる内容。 

 ・デジタルサービス（無料） 

受検した生徒が、動画や一問一答の Web ドリルで基礎事項を確認できる内容。 

 

□事後学習教材 

 ・生徒向け復習ガイド冊子（無料） 

自身の弱点をみつけるための帳票の見方、誤答を踏まえた解き方のポイントを紹介した採点講

評。 

 ・デジタルサービス（無料） 

受検者個人が取り組む Web 上の復習コンテンツ。 

Web 上で自己採点をすると、弱点分野の復習教材が提示され、解説動画が視聴できます。 

デジタルサービスの取り組み状況は受検生徒個人、在籍校の教員にフィードバックされます。 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

・教科に関すること以外にも学校生活や学習面に関するアンケートを実施し、その変化とともに学

力の変化を確認することができます。 

 

（４）個人受検の可否 

・学校での指導を前提としたアセスメント教材であるため、個人受検不可。 

 

（５）問題内容の情報提供 

・問題冊子と解答解説冊子は、受検後の振り返り等で自由に使用可能。 

 

（６）その他 

・教育委員会等への情報提供に係る対応として、学校から教育委員会等への情報提供の元となる書

式・集計結果を提供します。前提として、教育委員会等への情報提供は、弊社から直接は行なえ

ません。但し教育委員会主催の場合はこの限りではありません。 

 

 
 



（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

□主な対象者 

主に、四年制大学・短期大学等への進学をめざす高校 1年生・2 年生 

 

□測定しようとする資質・能力 

 義務教育範囲も含めて、 

数学Ⅰ 「数と式」「図形と計量」「二次関数」「データ分析」 

数学Ⅱ 「いろいろな式」「図形と方程式」「指数関数・対数関数」「三角関数」「微分・積分

の考え」 
 数学 A 「場合の数と確率」「図形の性質」「整数の性質」 

 数学 B 「数列」「ベクトル」 

に関する資質・能力 等 

 

□出題範囲 

 １年生７月…高１の７月段階での履修範囲からの出題 

１年生 11 月…高１の 11 月段階での履修範囲からの出題 

１年生１月…高１の１月段階での履修範囲からの出題 

２年生７月…高２の７月段階での履修範囲からの出題 

２年生 11 月…高２の 11 月段階での履修範囲からの出題 

２年生１月…高２の１月段階での履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定し

ています。 

 ※一部選択大問や選択コースを設定しているため、クラスや生徒個別の習熟状況に応じて、解答

する出題範囲を選択することが可能です。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針 

計算や公式を用いて解答する問題を、主に選択式・短答式・記述式で出題。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針 

数学の知識を用いて与えられた条件下における課題解決を問うたり、数式や言葉を用いて思考プ

ロセスを説明したりする問題を、短答式・記述式で出題。 

  

□難易度 

平均 35％前後の得点率となる難易度。 

 

（２）構成等 

①出題形式 

短答式（一部選択式含む）40％、記述式 60％程度。 

 

 



②出題範囲 

※配点、設問数ともに同じ。 

実施学年月 義務教育範囲 必履修科目範囲

（数学Ⅰ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ） 

選択科目範囲 

（数学Ａ以外） 

備考 

1 年 1 月 10％ 65％ 25％ 0％ ＊1 

1 年 11 月 0％ 50％ 50％ 0％ ＊1 

1 年 1 月 0％ 50％ 50％ 0％ ＊1 

2 年 7 月 0％ 30％ 20％ 50％ ＊1 

2 年 11 月 0％ 30％ 20％ 50％ ＊1 

2 年 1 月 0％ 30％ 20％ 50％ ＊1 

（＊1）複数の選択大問があるため、必履修範囲の割合が大きい受検パターンにて記載。 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にして作問を行ったうえで、モニター受検を行うことで難易傾向を把握

し、調整を施すことで、過年度・過回で大きく変動しない難易度としています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

・学校全体で個々の生徒の習熟度が見られるように、難しい問題から易しい問題までバランスよく

出題しています。 

・一つひとつの問題について丁寧に考え方や解法が書かれた解答解説を通じて、診断後の振り返り

ができます。 

 

（５）その他特長 

・難問、奇問のないスタンダードな出題で、学校の指導の成果を正しく測定することが可能。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

（略）※国語申請様式参照 
（２）学校等への結果提供内容・方法 

（略）※国語申請様式参照 
（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

（略）※国語申請様式参照 

 
 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

（略）※国語申請様式参照 
（２）学校における実施方法 

（略）※国語申請様式参照 
（３）採点の方法と体制 

（略）※国語申請様式参照 
（４）情報管理体制 

（略）※国語申請様式参照 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

（略）※国語申請様式参照 
（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

（略）※国語申請様式参照 
（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

（略）※国語申請様式参照 
（４）個人受検の可否 

（略）※国語申請様式参照 
（５）問題内容の情報提供 

（略）※国語申請様式参照 
（６）その他 

（略）※国語申請様式参照 

 
 





（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

□主な対象者 

主に、四年制大学・短期大学等への進学をめざす高校 1年生・2 年生 

 

□測定しようとする資質・能力 

「聞くこと」に関する資質・能力、「読むこと」に関する資質・能力、「話すこと」に関する資質・

能力、「書くこと」に関する資質・能力 等 

  

□出題範囲 

  1 年生 7月…高１の７月段階での履修範囲からの出題 

1 年生 11 月…高１の 11 月段階での履修範囲からの出題 

1 年生 1 月…高１の１月段階での履修範囲からの出題 

2 年生 7 月…高２の７月段階での履修範囲からの出題 

2 年生 11 月…高２の 11 月段階での履修範囲からの出題 

2 年生 1 月…高２の１月段階での履修範囲からの出題 

※実施校に対する指導状況の調査から、全国の高等学校の履修状況を把握し、出題範囲を決定

しています。 

 

□主として「知識・技能」を問う問題の出題方針 

 英単語や文法、聞き取り、読み取りの問題を、主に選択式・短答式で出題。 

  

□主として「思考力・判断力・表現力」等を問う問題の出題方針 

文章や図表等から得られた情報をもとに推論するなど思考を求めたり、自分の考えを英語で記

述・口述したりする問題を、選択式・短答式・記述式で出題。 

  

□難易度： 

・平均 35％前後の得点率となる難易度 

 ・CEFR における「A2～A1」程度 

 

（２）構成等 

①出題形式 

選択式 60％、記述式（一部短答式含む）40％程度。 

Listening：選択式 8 割程度（7 問程度）、記述式 2 割程度（1 問程度）。 
リスニングＣＤによる音声放送。欠席者対応として「会話表現」での受検が可能。 

  Reading：選択式５割程度（10 問程度）、短答式３割程度（８問程度）、記述式 2 割程度（5 問程

度） 
  Writing：選択式 5 割程度（4 問程度）、記述式 5 割程度（３問程度、10～25 語程度）。 
  Speaking：対面式。（7 問程度）。 
 ※「話す」技能については、測定することに代えて問題、解答例及び採点基準を提供。 



②出題範囲 

※設問数、配点ともに同じ。 

実施学年月 義務教育範囲 必履修科目範囲

（コミュニケー

ション英語Ⅰ） 

選択科目範囲 備考 

1 年 7 月 25％ 75％ 0％  

1 年 11 月 25％ 75％ 0％  

1 年 1 月 25％ 75％ 0％  

2 年 7 月 10％ 80％ 10％  

2 年 11 月 10％ 80％ 10％  

2 年 1 月 10％ 80％ 10％  

   

（３）難易度設定の考え方・方法 

・過去の実施データを参考にして作問を行ったうえで、モニター受検を行うことで難易傾向を把握

し、調整を施すことで、過年度・過回で大きく変動しない難易度としています。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

・学校全体で個々の生徒の習熟度が見られるように、難しい問題から易しい問題までバランスよく

出題しています。 

・一つひとつの問題について丁寧に考え方や解法が書かれた解答解説を通じて、診断後の振り返り

ができます。 

 

（５）その他特長 

・難問、奇問のないスタンダードな出題で、学校の指導の成果を正しく測定することが可能。 

 

 

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

（略）※国語の申請様式参照 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

（略）※国語の申請様式参照 

   英語結果については、先生のみに技能別でも行います。 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

（略）※国語の申請様式参照 

 

 

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

（略）※国語の申請様式参照 

（２）学校における実施方法 

（略）※国語の申請様式参照 

（３）採点の方法と体制 

（略）※国語の申請様式参照 

（４）情報管理体制 

（略）※国語の申請様式参照 



 

Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮 

（略）※国語の申請様式参照 

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

（略）※国語の申請様式参照 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

（略）※国語の申請様式参照 

（４）個人受検の可否 

（略）※国語の申請様式参照 

（５）問題内容の情報提供 

（略）※国語の申請様式参照 

（６）その他 

（略）※国語の申請様式参照。 

 

 
 













（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： ベネッセ総合学力テスト 1 年 7 月 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章に

即した適切な漢字を書いたり

読んだり、文章の内容を的確に

読み取ったり、論の展開・構成

を的確にとらえ、筆者の主張や

その主張の根拠を捉えたり、筆

者の主張や文章全体の主旨を

基に、情報を整理したり、考え

をまとめたりすることができ

る。 

【設問数】3問（程度） 
【出題形式】短答式 

〔
伝
統
的
な

言
語
文
化
と

国
語
の
特
質

に
関
す
る
事

項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ウ 漢字に関する事項 

 （ア）常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 
Ｃ読むこと 
 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に

注意して読むこと。 
 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとら

え、内容の理解に役立てること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕

方を考えて書くこと。 
Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味

わうこと。 

 



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、文章に

即して語句の意味を正しく捉

えたり、描かれている人物、情

景、心情などを表現に即して読

み取ったり、描かれている人

物、情景、心情などを表現に即

して読み取り、文章の主題を把

握したり、表現の意図や効果を

理解したりすることができる。 

【設問数】3問（程度） 
【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
〕 

中学校学習指導要領 国語〔第３学年〕 
Ｃ読むこと 
 ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意

して読むこと。 
 イ 文脈の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、

内容の理解に役立てること。 
 
国語総合 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 イ 言葉の特徴やきまりに関する事項 

（ア）国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割などを
理解すること。 

 （イ）文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方などを理 
解し、語彙を豊かにすること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 
Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にま

とめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を

考えて書くこと。 
 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章について、必要な文

語の決まり（自立語・付属語の

知識）や、基礎的な古語・古典

常識を理解し、描かれている人

物、情景、心情および展開、要

旨などを表現に即して読み取

ったり、文章の内容を要約する

ことができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】短答式 

〔
伝
統
的
な
言

語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す

る
事
項
〕 

国語総合 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
（ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
（イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて

要約や詳述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わ

うこと。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項
〕 

国語総合 
Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕

方を考えて書くこと。 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて

要約や詳述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わ

うこと。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 
 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

必要な訓読の決まりや、基礎的

な語句・句形を理解し、描かれ

ている人物、情景、心情および

展開、要旨などを表現に即して

読み取ったり、文章の内容を要

約したりすることができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】短答式 

〔
伝
統
的
な
言
語

文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい
て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み

味わうこと。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項
〕 

国語総合 
Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕
方を考えて書くこと。 

Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み

味わうこと。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： ベネッセ総合学力テスト 1 年 11 月-1 年 1 月 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章に

即した適切な漢字を書いたり

読んだり、文章の内容を的確に

読み取ったり、論の展開・構成

を的確にとらえ、筆者の主張や

その主張の根拠を捉えたり、筆

者の主張や文章全体の主旨を

基に、情報を整理したり、考え

をまとめたりすることができ

る。 

【設問数】3問（程度） 
【出題形式】短答式 

〔
伝
統
的
な

言
語
文
化
と

国
語
の
特
質

に
関
す
る
事

項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ウ 漢字に関する事項 

 （ア）常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味

わうこと。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕

方を考えて書くこと。 
Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味

わうこと。 



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、文章に

即して語句の意味を正しく捉

えたり、描かれている人物、情

景、心情などを表現に即して読

み取ったり、描かれている人

物、情景、心情などを表現に即

して読み取り、文章の主題を把

握したり、表現の意図や効果を

理解したりすることができる。 

【設問数】3問（程度） 
【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴やきまりに関する事項 

（ア）国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割などを

理解すること。 

(イ）文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方などを理 

解し、語彙を豊かにすること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にま

とめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を

考えて書くこと。 
 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

 
 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

必要な文語の決まり（自立語・

付属語の知識）や、基礎的な古

語・古典常識を理解し、描かれ

ている人物、情景、心情および

展開、要旨などを表現に即して

読み取ったり、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】短答式 
サンプル問題 1 

〔
伝
統
的
な
言

語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す

る
事
項
〕 

国語総合 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい
て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式

サンプル問題 1 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて

要約や記述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わ

うこと。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 
サンプル問題 1 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項
〕 

国語総合 
Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕

方を考えて書くこと。 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて

要約や詳述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わ

うこと。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

必要な訓読の決まりや、基礎的

な語句・句形を理解し、描かれ

ている人物、情景、心情および

展開、要旨などを表現に即して

読み取ったり、文章の内容を要

約したりすることができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】短答式 
サンプル問題 2 

〔
伝
統
的
な
言
語

文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい
て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式

サンプル問題 2 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語

の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 
Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や記述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み

味わうこと。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 
サンプル問題 2 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項
〕 

国語総合 
Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕
方を考えて書くこと。 

Ｃ 読むこと 
 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 
 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 
 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み

味わうこと。 
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 
 ア 伝統的な言語文化に関する事項 
 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係につい

て気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 
 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 
 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： ベネッセ総合学力テスト 2 年 7 月-2 年 1 月 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章に

即した適切な漢字を書いたり

読んだり、文章の内容を的確に

読み取ったり、論の展開・構成

を的確にとらえ、筆者の主張や

その主張の根拠を捉えたり、筆

者の主張や文章全体の主旨を

基に、情報を整理したり、考え

をまとめたりすることができ

る。 

【設問数】3問（程度） 
【出題形式】短答式 

〔
伝
統
的
な

言
語
文
化
と

国
語
の
特
質

に
関
す
る
事

項
〕 

国語総合 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ウ 漢字に関する事項 

 （ア）常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになるこ

と。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味

わうこと。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章

にまとめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕

方を考えて書くこと。 
Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味

わうこと。 



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、文章に

即して語句の意味を正しく捉

えたり、描かれている人物、情

景、心情などを表現に即して読

み取ったり、描かれている人

物、情景、心情などを表現に即

して読み取り、文章の主題を把

握したり、表現の意図や効果を

理解したりすることができる。 

【設問数】3問（程度） 
【出題形式】選択式 

Ｃ 

読
む
こ
と 

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項
〕 

国語総合 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約

や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこ

と。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 イ 言葉の特徴やきまりに関する事項 

（ア）国語における言葉の成り立ち、表現の特色及び言語の役割などを

理解すること。 

（イ）文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方などを理 

解し、語彙を豊かにすること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

国語総合 

Ｂ 書くこと 
 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にま

とめること。 
 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を

考えて書くこと。 
 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要

約や詳述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう

こと。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は

事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

必要な文語の決まり（自立語・

付属語の知識）や、基礎的な古

語・古典常識を理解し、描かれ

ている人物、情景、心情および

展開、要旨などを表現に即して

読み取ったり、文章の内容を要

約することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】短答式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア 

古典Ａ 
イ 古典特有の表現を味わったり，古典の言葉と現代の言葉とのつな

がりについて理解したりすること。 
 
古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解する
こと。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ 

古典Ａ 
イ 古典特有の表現を味わったり，古典の言葉と現代の言葉とのつな

がりについて理解したりすること。 
 

古典Ｂ 
ア 古典に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解するこ

と。 
イ 古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 
ウ 古典を読んで，人間，社会，自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。 
エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい，作品の価値につい
て考察すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ 

古典Ａ 
イ 古典特有の表現を味わったり，古典の言葉と現代の言葉とのつな

がりについて理解したりすること。 
 

古典Ｂ 
ア 古典に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解する

こと。 
イ 古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 
ウ 古典を読んで，人間，社会，自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。 
エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい，作品の価値につ
いて考察すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は

事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

必要な訓読の決まりや、基礎的

な語句・句形を理解し、描かれ

ている人物、情景、心情および

展開、要旨などを表現に即して

読み取ったり、文章の内容を要

約したりすることができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】短答式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア 

古典Ａ 
イ 古典特有の表現を味わったり，古典の言葉と現代の言葉とのつな

がりについて理解したりすること。 
 
古典Ｂ 

ア 古典に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解する
こと。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ 

古典Ａ 
イ 古典特有の表現を味わったり，古典の言葉と現代の言葉とのつな

がりについて理解したりすること。 
 

古典Ｂ 
ア 古典に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解する

こと。 
イ 古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 
ウ 古典を読んで，人間，社会，自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。 
エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい，作品の価値につい
て考察すること。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】記述式 

古
典
Ａ 

イ 

古
典
Ｂ 

ア
・
イ
・
ウ
・
エ 

古典Ａ 
イ 古典特有の表現を味わったり，古典の言葉と現代の言葉とのつな

がりについて理解したりすること。 
 

古典Ｂ 
ア 古典に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解する

こと。 
イ 古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 
ウ 古典を読んで，人間，社会，自然などに対する思想や感情を的確に

とらえ，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。 
エ 古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい，作品の価値につ
いて考察すること。 

 



（様式４）  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 1 年 7 月 

  （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載 ※選択科目の受検なし） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

数と式で学習する定理・公式や

計算法則を用いて，因数分解や

展開，無理数の演算をしたり，

方程式・不等式の解を求めたり

することができる。 

 

【設問数】５問（程度） 
【出題形式】短答式 

 

Ａ
数
と
式 

（
１
）
数
と
式 

中学校指導要領 数学〔第 3学年〕 

２ Ａ (1) 

 イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

２ Ａ (2) 

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開
や因数分解をすること。  

(a＋b)２＝a２＋2ab＋b２  

(a－b)２＝a２－2ab＋b２  

(a＋b)(a－b)＝a２－b２  

(x＋a)(x＋b)＝x２＋(a＋b)x＋ab 

２ Ａ (3) 

イ 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこ 

と。 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

 
  

数学Ⅰ 

２ (1) 

ア 数と集合  

(ｱ) 実数  
数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす 

ること。 

イ 式  

(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的にみ
たり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(ｲ) 一次不等式  

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解
を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

分母の有理化や無理数の評価

を行い，与えられた無理数を含

む式の値を求めることができ

る。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２ (1) 

ア 数と集合  

(ｱ) 実数  
数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算を 

すること。 

イ 式  

(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的に 

みたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

日常的な事象において，変数の

値やその範囲を求めて，課題解

決をすることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

Ａ
数
と
式 

（
１
）
数
と
式 

中学校指導要領 数学〔第 1学年〕 

2 A (3） 
 ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活 

用すること。 

数学Ⅰ 

２ (1) 

イ 式  

(ｲ) 一次不等式  
不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の

解を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた二次関数について，

平方完成を行い定義域とグラ

フの軸の位置関係を考察し，二

次関数の最小値や最大値を求

めることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２ (3) 

ア 二次関数とそのグラフ  

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関
数のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 
(ｱ) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値
や最小値を求めたりすること。 

 



（様式４）  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 1 年 11 月-1 年 1 月 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 



 

 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

数と式及び二次関数で学習す

る定理・公式や計算法則を用い

て，因数分解や展開，与えられ

た条件の否定をしたり，条件を

満たす二次関数を求めたりす

ることができる。 

【設問数】５問（程度） 
【出題形式】短答式 

 

（
１
）
数
と
式 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２ (1) 

ア 数と集合  

(ｱ) 実数  
数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をす 

ること。 

(ｲ) 集合  

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活
用すること。 

イ 式  

(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的に
みたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(ｲ) 一次不等式  

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の
解を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 

２ (3) 

ア 二次関数とそのグラフ  

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関
数のグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

無理数の四則演算行い，数直線

を用いて条件を満たす集合の

要素を求めることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２ (1) 

ア 数と集合  

(ｱ) 実数  
数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算を 

すること。 

(ｲ) 集合  

集合と命題に関する基本的な概念を理解し，それを事象の考察に活
用すること。 

イ 式  

(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的に 

みたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(ｲ) 一次不等式  

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解
を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりすること。 



 

 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた二次関数について，

平方完成をして適切に場合分

けを行い，値の変化の特徴を数

学的に表現することができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 
サンプル問題１ 
(1)(2)(3) 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２ (3) 

ア 二次関数とそのグラフ  

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数
のグラフの特徴について理解すること。 

イ 二次関数の値の変化 
(ｱ) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値
や最小値を求めたりすること。 

図形と計量で学習する定理や

公式，図形的条件を用いて，２

円の中心間の距離を求めるこ

とができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 
サンプル問題 2 
(1)(2)(3) 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２ (2)  

ア 三角比 
(ｱ) 鋭角の三角比  

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 
(ｲ) 鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を

用いて鈍角の三角比の値を求めること。  
 (ｳ) 正弦定理・余弦定理  

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の

辺の長さや角の大きさを求めること。 
イ 図形の計量  

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 



 

 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

事象を考察する際に順列と組

合せについて理解し，事象をも

れなく数え上げることができ

る。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 

２ (1) 

ア 場合の数  

(ｱ) 数え上げの原則  

集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則につ
いて理解すること。 

 (ｲ) 順列・組合せ 
具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解
し，それらの総数を求めること。 

 





（様式４）  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 2 年 7 月-2 年 1 月 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 
     

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

数学Ⅰおよび場合の数と確率

で学習する定理・公式や計算法

則を用いて，二次関数の決定や

箱ひげ図の読み取りをしたり，

条件を満たす場合の数を数え

上げたりすることができる。 

【設問数】9 問（程度） 
【出題形式】短答式 

（
１
）
数
と
式 

（
３
）
二
次
関
数 

（
４
）
デ
ー
タ
の
分
析 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ⅰ 

２ (1) 

ア 数と集合  

(ｱ) 実数  
数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算を 

すること。 

イ 式  

(ｱ) 式の展開と因数分解  

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め，式を多面的に 

みたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

(ｲ) 一次不等式  

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の
解を求めたり一次不 等式を事象の考察に活用したりすること。 

２ (3) 

ア 二次関数とそのグラフ  

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関
数のグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 
     

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

 
  

イ 二次関数の値の変化 

  (ｲ) 二次方程式・二次不等式  

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すると
ともに，数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用し
てその解を求めること。 

２ (4)  

ア データの散らばり 

四分位偏差，分散及び標準偏差などの意味について理解し，それら
を用いてデータの傾向を把握し，説明すること。 

数学 A 

２ (1)  

ア 場合の数  

 (ｲ) 順列・組合せ  

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解
し，それらの総数を求めること。 



 

 
 
     

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

図形と計量で学習する定理や

公式，図形的な条件を用いて，

三角形の辺の長さや，角の正弦

の値を求めることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２ (2)  

ア 三角比 
(ｱ) 鋭角の三角比  

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。  
(ｲ) 鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を

用いて鈍角の三角比の値を求めること。 
 (ｳ) 正弦定理・余弦定理  

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の

辺の長さや角の大きさを求めること。 



 

 
 
     

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

いろいろな式で学習する定理

や公式を用いて，整式に含まれ

る文字定数の関係式や，高次方

程式の虚数解とその関係を求

めることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
１
）
い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

２ (1)  

ア 式と証明 
 (ｲ) 等式と不等式の証明 

等式や不等式が成り立つことを，それらの基本的な性質や実数
の性質などを用いて証明すること。 

イ 高次方程式 
(ｱ) 複素数と二次方程式 

数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算をす
ること。また，二次方 程式の解の種類の判別及び解と係数の関係
について理解すること。 

 (ｲ) 因数定理と高次方程式 
定理について理解し，簡単な高次方程式の解を因数定理などを

用いて求めること。 



 

 
 
     

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 

設問数、出題形式等 
（参考）学習指導要領の関連項目 

領域⼜
は事項 科目名及び内容 

円の方程式や直線の方程式の

性質を理解し，与えられた条件

から円の方程式や座標平面上

の点の座標，面積の最大値を求

めることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
２
）
図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

２ (2)  

ア 直線と円 
(ｱ) 点と直線  

座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分する点の位置
や二点間の距離を表すこと。また，座標平面上の直線を方程式で
表し，それを二直線の位置関係などの考察に 活用すること。 

(ｲ) 円の方程式 

座標平面上の円を方程式で表し，それを円と直線の位置関係な
どの考察に活用すること。 

与えられた関数を正接の二次

関数として捉え，その最小値や

そのときの角の大きさを求め

ることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】記述式 

（
４
）
三
角
関
数 

数学Ⅱ 

２ (4)  

ア 角の拡張 

角の概念を一般角まで拡張する意義や弧度法による角度の表し
方について理解すること。 

 イ 三角関数 

(ｲ) 三角関数の基本的な性質   

三角関数について，相互関係などの基本的な性質を理解するこ
と。 

ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し，それを用いて２倍角の公式を導
くこと。 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 1 年 7 月-1 年 1 月 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・会話やまとまりのある英文を

聞いて、その場面や状況、流れ

などを推測することができた

り、得た情報を簡潔に英語でま

とめたりすることができる。 
 

【設問数】8 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式、記述式 

※リスニング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 3 問 
コミュニケーション英

語Ⅰ 5 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

聞
く
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
2 内容 
(1) ア 聞くこと 
（イ）自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を

正確に聞き取ること。 

 
コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理

解したり，概要や要点をとらえたりする。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づ

き，情報や考えなどについて，簡潔に書く 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた英文の内容に合わ

せて、文法や語彙・語法を正し

く理解して使用することがで

きる。 

 

【設問数】10 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 3 問 
コミュニケーション英

語Ⅰ 7 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
2 内容 
（1）ウ 読むこと 
（ア）文字や符号を識別し，正しく読むこと。 
（イ）書かれた内容を考えながら黙読したり，その内容が表現されるよ

うに音読すること。 
エ 書くこと 
（ア）文字や符号を識別し，語と語の区切りなどに注意して正しく書く

こと。 
（イ）語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くこと。 
 
コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要

や要点をとらえたりする。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意し

ながら読んだり書いたりすること。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある説明文や物

語文などを読んで，その内

容、テーマや概要をとらえる

ことができたり、得た情報を

簡潔に英語や日本語でまとめ

たりすることができる。 

 

【設問数】12 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式、短答式、記述

式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英

語Ⅰ 12 問 
【CEFR】A1~A2 程度 
 
 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要

や要点をとらえたりする。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，簡潔に書く。 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・正しい文法・語彙・語法知識

から，与えられた英文の意味を

とり，再構築することができ

る。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 3 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこ

とに基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句など

に注意しながら読んだり書いたりすること。 

・与えられた情報を正しく読み

取り、英語で描写したり、自分

の意見を簡潔に英語で表現し

たりすることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 3 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話題

で、「やり取り」や「発表」をす

ることができる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 ３問～５問（程度） 
コミュニケーション英語Ⅰ １問

～２問（程度） 

 

【CEFR】A１～２程度 

 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
2 内容 
(1) イ 話すこと 

（ア） 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の

音声の特徴をとらえ，正しく発音すること。 

（イ） 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝え

ること。 

（ウ） 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答したり

意見を述べ合ったりなどすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 
(1)  イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わる

ように音読する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこと

に基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の

交換をしたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特

徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話

したりすること。 

 





（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 2 年 7 月-2 年 1 月 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・複数の人物による会話や説明

文を聞いて、その場面や状況、

会話の流れや内容などを聞き

取ることができる。 

 
 
 

【設問数】6 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英

語Ⅰ 6 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

聞
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や

考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 

・ある程度まとまりのある文章

を聞いて理解し，得た情報を簡

潔に英語でまとめることがで

きる。 
 
 
 
 

【設問数】2 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式，記述式 
※リスニング 

サンプル問題１ 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英

語Ⅰ 2 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

聞
く
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や

考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づ

き，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた英文の内容に合わ

せて、文法や語彙語法を正しく

理解して使用することができ

る。 

【設問数】10 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英

語Ⅰ 10 問 
【CEFR】A1~A2 程度 
 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意し

ながら読んだり書いたりすること。 
 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域
⼜は
事項 

科目名及び内容 

・まとまりのある説明文や物

語文などを読んで，テーマ，

文脈，内容をとらえることが

できる。 

 

 

 

【設問数】7 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式，記述式 
 
サンプル問題 2（問 2～問 6） 

【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 7 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるよう

に音読する。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに

基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ある程度まとまりのある文

章を読んで得た情報を簡潔に

英語や日本語でまとめること

ができる。 

 

【設問数】7 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式，記述式 
 
サンプル問題 2（問 1･問 7） 

【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 7 問 
【CEFR】A1~A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域
⼜は
事項 

科目名及び内容 

・正しい文法・語彙・語法知識

から，与えられた英文の意味を

とり，再構築することができ

る。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 3 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

コミュニケーション英語Ⅰ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこ

とに基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。 
(2) イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句など

に注意しながら読んだり書いたりすること。 
 
コミュニケーション英語Ⅱ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこ

とに基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章

を書く。 
(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるよ

うに話したり書いたりすること。 
 

・与えられた情報を正しく読

み取り、英語で描写したり、自

分の意見を簡潔に英語で表現

したりすることができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
サンプル問題 3 

【出題数の割合】 
コミュニケーション英語Ⅰ 2 問 
コミュニケーション英語Ⅱ 1 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域
⼜は
事項 

科目名及び内容 

・日常的な話題や社会的な話

題で、「やり取り」や「発表」を

することができる。 

【設問数】４問～７問（程度） 
【出題形式】 
スピーキング 
【出題数の割合】 
義務教育範囲 ３問～５問（程度） 
コミュニケーション英語Ⅰ １問～

２問（程度） 

【CEFR】A１～２程度 

 

サンプル問題 4 
 

※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

中学校学習指導要領 外国語 
2 内容 
(1) イ 話すこと 

（ア） 強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の

音声の特徴をとらえ，正しく発音すること。 

（イ） 自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝

えること。 

（ウ） 聞いたり読んだりしたことなどについて，問答した

り意見を述べ合ったりなどすること。 

 

コミュニケーション英語Ⅰ 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるよ

うに音読する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したこと

に基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の

交換をしたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特

徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話

したりすること 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： ベネッセ総合学力テスト 1 年 11 月-1 年 1 月 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

出題科目 国語総合 

出題の 

ポイント 

古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情および展開、主題・

要旨などを表現に即して読み取ることができる力を測定する。 
主として問う能力  

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一 〇  
問二 〇  
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 
問六  〇 

  

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 〇   
問二 〇   
問三   〇 
問四   〇 
問五   〇 
問六 〇   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 

 
 

（参考）学習指導要領

の関連項目 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめ

ること。 

 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を考え

て書くこと。 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳

述をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気付き、

伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

 （イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 





（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： ベネッセ総合学力テスト 1 年 11 月-1 年 1 月 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出題科目 国語総合 

出題の 

ポイント 

古典の文章（漢文）について、描かれている人物、情景、心情および展開、主題・

要旨などを表現に即して読み取ることができる力を測定する。 
主として問う能力  

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一 〇  
問二  〇 
問三 〇  
問四  〇 
問五  〇 

  

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一  〇  
問二 〇   
問三  〇  
問四   〇 
問五 〇   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答例 

 
（参考）学習指導要領

の関連項目 

国語総合 

Ｂ 書くこと 

 イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめる

こと。 

 ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、適切な表現の仕方を考えて

書くこと。 

Ｃ 読むこと 

 ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。 

 イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述

をしたりすること。 

 ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。 

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕 

 ア 伝統的な言語文化に関する事項 

 （ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気付き、

伝統的な言語文化への興味・関心を広げること。 

(イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 1 年 11 月-1 年 1 月 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

文字定数を含む二次関数について，問題の条件に応じて適切に場合分けを行い，最大値・最

小値を求めることができるかを測定する。 
主 と し て

問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ◯  
（2）  ◯ 
（3）  ◯ 

 

出題形式 

 

 

 

            
小問番号 選択式 短答式 記述式 
（1）   ◯ 
（2）   ◯ 
（3）   ◯ 

          

サ ン プ ル

問題 

 

 

解答例 



 
 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

（３）二次関数 
ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また，二次関数のグラフの特徴に 
  ついて理解すること。 
イ 二次関数の値の変化 
（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グラフを用いて考察したり最大値や最小値を求めた

りすること。 
 





（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 1 年 11 月-1 年 1 月 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

余弦定理など図形と計量で学習する定理や公式を利用して，図形的な条件の考察から図形の

角度の大きさや線分の長さの値を求める力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ◯  
（2） ◯  
（3）  ◯ 

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
（1）   ◯ 
（2）   ◯ 
（3）   ◯ 

          

サ ン プ ル

問題 

 

 

解答例 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

（２）図形と計量  
ア 三角比 
 (ｱ) 鋭角の三角比  

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。  
(ｲ) 鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の

値を求めること。  
(ｳ) 正弦定理・余弦定理  

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さや角の大きさ

を求めること。 
イ 図形の計量  

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 2 年 7 月-2 年 1 月 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 
説明文を聞いて、内容を聞き取ることができるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

No.1 〇  
No.2  〇 

 

出題形式 

 

 

            
小問番号 選択式 短答式 記述式 

No.1 〇   
No.2   〇 

 

主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 
 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

No.1 〇    
no.2    ○ 

 

サ ン プ ル

問題 

 

 

 

 

 

 

 



【放送文】 

 

 

解答例 No.1: １  

No.2:  have combined their money to share a library  

スクリプトを正確に聞き取るだけでなく、英語でポイントを簡潔にまとめる必要がある。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 
(1) ア 事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解した

り，概要や要点をとらえたりする。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどに

ついて，簡潔に書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 2 年 7 月-2 年 1 月 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

複数の英語プレゼンテーションの発表内容を読み、それらのポイントが理解できているか、

要旨をまとめることができるかを測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問１  〇 
問２ 〇  
問３  〇 
問４ 〇  
問５  ○ 
問６ ○  
問７  ○ 

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問１   〇 
問２ 〇   
問３ ○   
問４ 〇   
問５  〇  
問６ ○   
問７   ○ 

          
主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

問１  〇   
問２  〇   
問３  〇   
問４  〇   
問５  〇   
問６  〇   
問７    〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サ ン プ ル

問題 

次の英文は，英語プレゼンテーションの授業の様子である。読んであとの問いに答えよ。 

 



 





解答例 問１ 低い空にある月が，高い空にあるときよりも大きく見えること〔なる錯覚〕。 
問２  １ 
問３ （a）１（b）３（c）２ 
問４ ３ 
問５ are (of) the same size 
問６ ４ 
問７ ・not clear ・still being debated 
各発言者の発言のポイントを整理し、それを簡潔に整理したり、まとめたりする力が必要。 
 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたり

する。また，聞き手に伝わるように音読する。 
エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどにつ

いて，簡潔に書く。 
 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 2 年 7 月-2 年 1 月 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：3 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅱ 

出題の 

ポイント 

グラフの内容を読みとり、それを適切な英語で表現できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―    〇 
 

サ ン プ ル

問題 

 



解答例 解答例：Using cellphones, elementary school students mostly call their parents, while 

many high school students communicate with their friends by SNS. 

複数のグラフの情報を使って意見を作成できるかがポイント。 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅱ 
2 内容 
(1) エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなど

について，まとまりのある文章を書く。 
(2) エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり書いたりするこ

と。 
 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：ベネッセ総合学力テスト 2 年 7 月-2 年 1 月 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：4 

 

出題科目 コミュニケーション英語Ⅰ 

出題の 

ポイント 

身近なテーマで，第三者について扱った図や表に関して，聞き手にその内容が伝わるように

「発表」することができるかを測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

―  〇 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

―   〇 
          

主 と し て
問 う 技 能
（ 英 語 の
み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

―   〇  
 

サ ン プ ル

問題 

（下記の問題は，「話すこと」（発表）に関する問題サンプルです。実際には，受検する生徒

の学力レベルや実施時期に考慮した内容・難易度での出題を予定しています。） 

 

以下の円グラフは，「学校にどのような交通手段で来ているか」をある学校で調査した結果

を示している。あなたはこの円グラフについて，説明することになった。まずは 30 秒間で

内容を確認しなさい。その後，何が示されているかを英語で説明しなさい。 

 

解答例 解答例：At this school, students come to school more by bus than train. 

解説：グラフの特徴を読み取り，英語で正確に表現する力を測る問題。「電車通学よりもバ

ス通学の方が多い」の他にも，「ほとんどがバスか電車で通学している」など，解答パター

ンは様々であるが，内容が矛盾しないよう，「誰が」「何を」「どうやって」「どうする」

といった要素を明確してから発表するとよい。 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

コミュニケーション英語Ⅰ 
２ 内容 
(1) イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたり

する。また，聞き手に伝わるように音読する。 
ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどにつ

いて，話し合ったり意見の交換をしたりする。 
(2) ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさなど

に注意しながら聞いたり話したりすること。 
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